
国土交通省事業（地域交通DX推進プロジェクト）

「ヘルスケアMaaS実証実験」についてのご協力のお願い

実証実験
イメージ

実証協力機関 中原小杉元住吉ほしおか内科・消化器・内視鏡クリニック

実施期間 2026年12月～2027年1月

運行内容
・チョイソコかわさきの運行ルールに合わせて
デマンドバスを運行

想定利用者

・内視鏡検査等予定の方
・スマートフォンをお持ちの方
・自力で車両に乗降できる方
・実証実験後アンケートにご協力いただける方

運行エリア
・モニター利用者の最寄り乗降場～クリニック間

※途中、薬局・市役所等への立ち寄りも検証

車両

・一般タクシー 車両 1台
（定員：4名）

※車両には実証実験中であることを
示すマグネットを貼付

国交省事業マグネット
（イメージ）

予約状況を

アプリで

確認

事業主体：国土交通省

（委託先：富士通株式会社、ＧＭＯリザーブプラス株式会社）

実証フィールド提供協力：中原小杉元住吉ほしおか内科・

消化器・内視鏡クリニック

交通事業者等との調整協力：川崎市まちづくり局交通政策室

往路の予約

診療予約と連動し、

往路便の予約を自動化
電子カルテ情報をもとに離院時刻

を予測し、復路便の予約を自動化

復路の予約

・待ち時間を抑えて帰宅

・復路の立ち寄りも可能

（スーパー・薬局等）

「通院の負担を軽減し必要な医療を
より受けやすくすることは地域医療
における大切な課題です。

当院は、住み慣れた地域の皆さま
が住み慣れた地域で安心して受診を
続けられる環境づくりを目指し
本実証実験に協力いたします。」


